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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

 

　本日、有価証券報告書を提出いたしましたので、平成28年11月15日をもって提出した有価証券届出書

（以下「原届出書」といいます。）の関係情報を新たな情報に訂正するため、また記載事項の一部訂正

を行うため、本訂正届出書を提出するものです。

 

２【訂正の内容】

　原届出書の該当情報を以下の内容に訂正します。

　※下線部_________は訂正部分を示します。
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第二部【ファンド情報】

　

第１【ファンドの状況】

　

１【ファンドの性格】

（１）【ファンドの目的及び基本的性格】

＜訂正前＞

①～② （略）

 

③ ファンドの特色

（略）
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（略）

（以下略）
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＜訂正後＞

①～② （略）

 

③ ファンドの特色

（略）

（略）
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（以下略）
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（２）【ファンドの沿革】

＜訂正前＞

平成28年12月28日　　　　　 当初設定日、信託契約締結、運用開始（予定）

 

＜訂正後＞

平成28年12月28日　　　　　 当初設定日、信託契約締結、運用開始

 

（３）【ファンドの仕組み】

＜訂正前＞

① （略）

 

② 委託会社の概況（平成28年9月末現在）

（以下略）

 

＜訂正後＞

① （略）

 

② 委託会社の概況（平成29年6月末現在）

（以下略）
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２【投資方針】

（３）【運用体制】

＜訂正前＞

 
 

投資信託パフォーマン

ス・レビュー・ミーティ

ング

プロダクト・マネジメント部が投資信託のパフォーマンスおよびそ

の運用リスク等の評価・分析結果を同ミーティングに報告し、その

内容について審議しております。また、運用権限の外部委託先等の

モニタリング結果についても同様の審議をしております。

投資信託運用政策会議
商品企画部が策定した新ファンドの設定に関する事項および運用の

基本方針について、決議を行います。

投資信託リスク・マネジ

メント・ミーティング

投資信託コンプライアンス部が法令・諸規則、信託約款、運用のガ

イドライン等の遵守状況をモニタリングし、その結果を報告しま

す。モニタリング結果によっては、関連部署に改善等の指示を行い

ます。

※上記ミーティングおよび会議は、原則として、代表取締役、投資信託運用部長、プロダクト・マ

ネジメント部長、商品企画部長、クライアント・サービス部長、投資信託オペレーション部長、

投信営業部長、および投資信託コンプライアンス部長で構成され、必要に応じて他の役職員およ

び外部の者も参加します。

※上記体制は、本書提出日現在のものであり、今後変更となる場合があります。

 

（以下略）
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＜訂正後＞

 
 

投資信託パフォーマン

ス・レビュー・ミーティ

ング

プロダクト・マネジメント部が投資信託のパフォーマンスおよびそ

の運用リスク等の評価・分析結果を同ミーティングに報告し、その

内容について審議しております。また、運用権限の外部委託先等の

モニタリング結果についても同様の審議をしております。

投資信託運用政策会議
商品企画部が策定した新ファンドの設定に関する事項および運用の

基本方針について、決議を行います。

投資信託リスク・マネジ

メント・ミーティング

コンプライアンス部が法令・諸規則、信託約款、運用のガイドライ

ン等の遵守状況をモニタリングし、その結果を報告します。モニタ

リング結果によっては、関連部署に改善等の指示を行います。

※上記ミーティングおよび会議は、原則として、代表取締役、投資信託運用部長、プロダクト・マ

ネジメント部長、商品企画部長、クライアント・サービス部長、オペレーション部長、投信営業

部長、およびコンプライアンス部長で構成され、必要に応じて他の役職員および外部の者も参加

します。

※上記体制は、平成29年6月末現在のものであり、今後変更となる場合があります。

 

（以下略）
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３【投資リスク】

＜訂正前＞

（１）投資リスク

 

（略）

 

（２）投資リスクに対する管理体制

　　◆　リスク管理関連の会議

 

 

投資信託パフォーマン

ス・レビュー・ミーティ

ング

プロダクト・マネジメント部が投資信託のパフォーマンスおよびそ

の運用リスク等の評価・分析結果を同ミーティングに報告し、その

内容について審議しております。また、運用権限の外部委託先等の

モニタリング結果についても同様の審議をしております。

投資信託リスク・マネジ

メント・ミーティング

投資信託コンプライアンス部が法令・諸規則、信託約款、運用のガ

イドライン等の遵守状況をモニタリングし、その結果を報告しま

す。モニタリング結果によっては、関連部署に改善等の指示を行い

ます。

※上記ミーティングは、原則として、代表取締役、投資信託運用部長、プロダクト・マネジメント部

長、商品企画部長、クライアント・サービス部長、投資信託オペレーション部長、投信営業部長、

および投資信託コンプライアンス部長で構成され、必要に応じて他の役職員および外部の者も参加

します。

※上記体制は、本書提出日現在のものであり、今後変更となる場合があります。
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（３）参考情報

 

＜訂正後＞

（１）投資リスク

 

（略）

 

（２）投資リスクに対する管理体制

　　◆　リスク管理関連の会議
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投資信託パフォーマン

ス・レビュー・ミーティ

ング

プロダクト・マネジメント部が投資信託のパフォーマンスおよびそ

の運用リスク等の評価・分析結果を同ミーティングに報告し、その

内容について審議しております。また、運用権限の外部委託先等の

モニタリング結果についても同様の審議をしております。

投資信託リスク・マネジ

メント・ミーティング

コンプライアンス部が法令・諸規則、信託約款、運用のガイドライ

ン等の遵守状況をモニタリングし、その結果を報告します。モニタ

リング結果によっては、関連部署に改善等の指示を行います。

※上記ミーティングは、原則として、代表取締役、投資信託運用部長、プロダクト・マネジメント部

長、商品企画部長、クライアント・サービス部長、オペレーション部長、投信営業部長、およびコ

ンプライアンス部長で構成され、必要に応じて他の役職員および外部の者も参加します。

※上記体制は、平成29年6月末現在のものであり、今後変更となる場合があります。

 

（３）参考情報
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４【手数料等及び税金】

（５）【課税上の取扱い】

＜訂正前＞

（略）

 

＊上記は平成28年9月末日現在のものであり、税法が改正された場合等には、税率等が変更になる場

合があります。

（以下略）

 

＜訂正後＞

（略）

 

＊上記は平成29年6月末現在のものであり、税法が改正された場合等には、税率等が変更になる場合

があります。

（以下略）
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５【運用状況】

※原届出書「第二部 ファンド情報　第１ ファンドの状況　５ 運用状況」につきましては、以下の記

載内容に更新・訂正いたします。

 

＜更新・訂正後＞

以下は当ファンドの平成29年6月30日現在の運用状況であります。

また、投資比率は、小数第3位を切り捨てているため、当該比率の合計が合わない場合があります。

 

（１）【投資状況】

資産の種類 国／地域 時価合計（円） 投資比率(％)

親投資信託受益証券 日本 1,415,147,074 100.35

現金・預金・その他の資産(負債控除後) － △5,063,514 △0.35

合計（純資産総額） － 1,410,083,560 100.00

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率です。

 

（２）【投資資産】

①【投資有価証券の主要銘柄】

イ.主要銘柄の明細

順

位

国／

地域
種類 銘柄名 数量

帳簿価額

単価

(円)

帳簿価額

金額

(円)

評価額

単価

(円)

評価額

金額

(円)

投資

比率

(％)

1 日本
親投資信託

受益証券

マニュライフ・日本

企業外債マザーファ

ンド

1,429,152,772 0.9890 1,413,563,202 0.9902 1,415,147,074100.35

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価額の比率です。

 

ロ.投資有価証券の種類別投資比率

種　　類 投資比率(％)

親投資信託受益証券 100.35

合計 100.35

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該種類の評価額の比率です。

 

②【投資不動産物件】

該当事項はありません。

 

③【その他投資資産の主要なもの】

 
買建/

売建
通貨 数量

簿価金額

(円)

評価額金額

(円)

投資比率

(％)

為替予約取引 売建 米ドル 12,200,000.00 1,359,643,640 1,364,326,000 △96.75

（注1）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該資産の評価額の比率です。

（注2）為替予約取引の評価額金額については、原則として対顧客先物売買相場の仲値で評価していま

す。
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（参考）マニュライフ・日本企業外債マザーファンド

（１）投資状況

資産の種類 国／地域 時価合計（円） 投資比率（％）

社債券 日本 1,351,069,529 95.46

現金・預金・その他の資産(負債控除後) － 64,128,484 4.53

合計（純資産総額） － 1,415,198,013 100.00

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該資産の時価の比率です。

 

（２）投資資産

① 投資有価証券の主要銘柄

イ.評価額上位銘柄明細

順

位

国／

地域
種類 銘柄名 数量

帳簿価額

単価

(円)

帳簿価額

金額

(円)

評価額

単価

(円)

評価額

金額

(円)

利率

(％)
償還期限

投資

比率

(％)

1 日本 社債券 MEIJI YASUDA LIFE INSURA 1,000,000 12,068.00 120,680,000 12,006.40 120,064,000 5.2 2045/10/20 8.48

2 日本 社債券 NIPPON LIFE INSURANCE 1,000,000 11,979.63 119,796,320 11,962.83 119,628,320 5.1 2044/10/16 8.45

3 日本 社債券 MITSUBISHI UFJ FIN GRP 1,100,000 10,850.76 119,358,378 10,865.16 119,516,813 2.757 2026/9/13 8.44

4 日本 社債券 SUMITOMO LIFE INSUR 800,000 12,952.80 103,622,400 12,915.84 103,326,720 6.5 2073/9/20 7.30

5 日本 社債券 MIZUHO FINANCIAL GROUP 900,000 11,499.01 103,491,158 11,456.46 103,108,219 3.477 2026/4/12 7.28

6 日本 社債券 ORIX CORP 900,000 11,211.18 100,900,700 11,264.08 101,376,778 2.65 2021/4/13 7.16

7 日本 社債券 FUKOKU MUTUAL LIFE INSUR 800,000 12,600.00 100,800,000 12,572.00 100,576,000 6.5 2049/9/19 7.10

8 日本 社債券 DAI-ICHI LIFE INSURANCE 900,000 11,196.64 100,769,760 11,140.64 100,265,760 4 2049/10/24 7.08

9 日本 社債券 MITSUBISHI UFJ LEASE&FIN 900,000 11,077.33 99,696,038 11,086.46 99,778,190 2.25 2021/9/7 7.05

10 日本 社債券 SUMITOMO MITSUI FINL GRP 900,000 11,094.18 99,847,642 11,082.69 99,744,221 3.01 2026/10/19 7.04

11 日本 社債券 NTT FINANCE CORP 900,000 11,009.31 99,083,879 10,978.21 98,803,958 1.9 2021/7/21 6.98

12 日本 社債券 SOFTBANK GROUP CORP 800,000 11,634.56 93,076,480 11,607.68 92,861,440 4.5 2020/4/15 6.56

13 日本 社債券 MITSUBISHI CORP 800,000 11,563.85 92,510,835 11,502.38 92,019,110 3.375 2024/7/23 6.50

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の評価額の比率です。

 

ロ.投資有価証券の種類別投資比率

種　類 投資比率（％）

社債券 95.46

合計 95.46

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該種類の評価額の比率です。

 

② 投資不動産物件

　該当事項はありません。

 

③ その他投資資産の主要なもの

　該当事項はありません。
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（３）【運用実績】

①【純資産の推移】

平成29年6月末日及び同日前1年以内における各月末ならびに下記決算期末の純資産の推移は次の通

りです。

 
純資産総額(円) 1口当たり純資産額(円)

(分配落) (分配付) (分配落) (分配付)

第1特定期間

(平成29年 6月20日)
1,394,394,581 1,401,261,595 1.0153 1.0203

平成28年12月末日 1,235,487,806 ― 0.9999 ―

平成29年 1月末日 1,245,731,103 ― 0.9884 ―

平成29年 2月末日 1,298,842,201 ― 1.0011 ―

平成29年 3月末日 1,319,011,815 ― 0.9964 ―

平成29年 4月末日 1,326,035,373 ― 1.0000 ―

平成29年 5月末日 1,363,717,782 ― 1.0085 ―

平成29年 6月末日 1,410,083,560 ― 1.0136 ―

 

②【分配の推移】

 計算期間 1口当たりの分配金(円)

第1特定期間
自　平成28年12月28日

至　平成29年 6月20日
0.0085

 

③【収益率の推移】

 計算期間 収益率(％)

第1特定期間
自　平成28年12月28日

至　平成29年 6月20日
2.4

（注）各特定期間の収益率は、特定期間末の基準価額（分配付の額）から当該特定期間の直前の特定期

間末の基準価額（分配落の額。以下「前作成期末基準価額」といいます。）を控除した額を前作

成期末基準価額で除して得た数に100を乗じて得た数を記載しております。なお、小数点以下２

桁目を四捨五入し、小数点以下１桁目まで表示しております。

 

（４）【設定及び解約の実績】

 
計算期間

設定口数

（口）

解約口数

(口)

発行済み口数

(口)

第1特定期間
自　平成28年12月28日

至　平成29年 6月20日
1,373,402,848 ― 1,373,402,848

(注1)本邦外における設定及び解約の実績はありません。

(注2)第1特定期間の設定口数には当初募集期間中の設定口数を含みます。
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（参考情報）
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第３【ファンドの経理状況】

※原届出書「第二部 ファンド情報　第３ ファンドの経理状況」につきましては、以下の記載内容に更

新・訂正いたします。

 

＜更新・訂正後＞

１　当ファンドの財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵

省令第59号）並びに同規則第２条の２の規定により、「投資信託財産の計算に関する規則」（平成

12年総理府令第133号）に基づき作成しております。

　　なお、財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

 

２　当ファンドの計算期間は６ヵ月未満であるため、財務諸表は６ヵ月毎に作成しております。

 

３　当ファンドは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当特定期間（平成28年12月28

日（設定日）から平成29年6月20日まで）の財務諸表について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人に

より監査を受けております。
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１【財務諸表】

【日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり・年４回決算型）】

（１）【貸借対照表】

 （単位：円）

 
当特定期間

(平成29年 6月20日現在)

資産の部  
流動資産  
親投資信託受益証券 1,398,834,478

未収入金 10,121,470

流動資産合計 1,408,955,948

資産合計 1,408,955,948

負債の部  
流動負債  
派生商品評価勘定 4,439,897

未払収益分配金 6,867,014

未払受託者報酬 108,230

未払委託者報酬 2,525,333

その他未払費用 620,893

流動負債合計 14,561,367

負債合計 14,561,367

純資産の部  
元本等  
元本 1,373,402,848

剰余金  
期末剰余金又は期末欠損金（△） 20,991,733

（分配準備積立金） 21,521,267

元本等合計 1,394,394,581

純資産合計 1,394,394,581

負債純資産合計 1,408,955,948
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（２）【損益及び剰余金計算書】

 （単位：円）

 
当特定期間

自　平成28年12月28日
至　平成29年 6月20日

営業収益  
有価証券売買等損益 △8,171,028

為替差損益 46,833,073

営業収益合計 38,662,045

営業費用  
受託者報酬 201,344

委託者報酬 4,697,957

その他費用 1,187,202

営業費用合計 6,086,503

営業利益又は営業損失（△） 32,575,542

経常利益又は経常損失（△） 32,575,542

当期純利益又は当期純損失（△） 32,575,542

一部解約に伴う当期純利益金額の分配額又は一部解

約に伴う当期純損失金額の分配額（△）
-

期首剰余金又は期首欠損金（△） -

剰余金増加額又は欠損金減少額 -

剰余金減少額又は欠損金増加額 135,507

当期追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金増加

額
135,507

分配金 11,448,302

期末剰余金又は期末欠損金（△） 20,991,733
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（３）【注記表】
 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１.有価証券の評価基準及び評価方法親投資信託受益証券

　移動平均法に基づき、時価で評価しております。

　時価評価にあたっては、親投資信託受益証券の基準価額で評価しております。

２.デリバティブ等の評価基準及び評

価方法

為替予約取引

　個別法に基づき、原則としてわが国における特定期間末日の対顧客先物相場の仲

値で評価しております。

３.その他財務諸表作成のための基本

となる重要な事項

（１）外貨建取引等の処理基準

　外貨建取引については、「投資信託財産の計算に関する規則」(平成12年総理府

令第133号)第60条に基づき、取引発生時の外国通貨の額をもって記録する方法を採

用しております。但し、同第61条に基づき、外国通貨の売却時において、当該外国

通貨に加えて、外貨建資産等の外貨基金勘定及び外貨建各損益勘定の前日の外貨建

純資産額に対する当該売却外国通貨の割合相当額を当該外国通貨の売却時の外国為

替相場等で円換算し、前日の外貨基金勘定に対する円換算した外貨基金勘定の割合

相当の邦貨建資産等の外国投資勘定と、円換算した外貨基金勘定を相殺した差額を

為替差損益とする計理処理を採用しております。

 （２）特定期間の取扱い

　当ファンドの第１計算期間は、信託約款第36条により平成28年12月28日（設定

日）から平成29年 3月21日までとなっており、従って当特定期間は平成28年12月28

日（設定日）から平成29年 6月20日までとなっております。

 

（貸借対照表に関する注記）

項　目
当特定期間

平成29年 6月20日現在

１. 元本の推移  

 期首元本額 1,218,136,239円

 期中追加設定元本額 155,266,609円

 期中一部解約元本額 －円

２. 特定期間末日における受益権の総数 1,373,402,848口

３. 特定期間末日における1口当たり純資産額 1.0153円

 特定期間末日における1万口当たり純資産額 10,153円

 

（損益及び剰余金計算書に関する注記）

項　目

当特定期間

自 平成28年12月28日

至 平成29年 6月20日

分配金の計算過程  自平成28年12月28日

至平成29年 3月21日

 

計算期間末における配当等収益から費用を控除した額  5,866,049円 

有価証券売買等損益から費用を控除した額  0円 

信託約款に規定される収益調整金  171,358円 

信託約款に規定される分配準備積立金  0円 

分配対象収益  6,037,407円 

（1万口当たり）  46円 

分配金額  4,581,288円 

（1万口当たり）  35円 

  自平成29年 3月22日

至平成29年 6月20日

 

計算期間末における配当等収益から費用を控除した額  11,420,286円 

有価証券売買等損益から費用を控除した額  15,289,207円 

信託約款に規定される収益調整金  225,181円 
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信託約款に規定される分配準備積立金  1,454,923円 

分配対象収益  28,389,597円 

（1万口当たり）  206円 

分配金額  6,867,014円 

（1万口当たり）  50円 

 

（金融商品に関する注記）

　Ⅰ　金融商品の状況に関する事項

１．金融商品に対する取組方針 当ファンドは、「投資信託及び投資法人に関する法律」第２条第４項に定める証

券投資信託であり、有価証券等の金融商品への投資を信託約款に定める「運用の基

本方針」に基づき行っております。

２．金融商品の内容及び当該金融商

品に係るリスク

当ファンドが保有する金融商品の種類は、有価証券、デリバティブ取引、金銭債

権及び金銭債務であります。当ファンドが保有する有価証券の詳細は、有価証券に

関する注記に記載しております。

これらの金融商品に係るリスクは、市場リスク（価格変動、為替変動、金利変動

等）、信用リスク、流動性リスク、劣後債固有のリスク等であります。

当ファンドは、外貨建資産の価格変動リスクを回避するために為替予約取引を利

用しております。為替予約取引に係る主要なリスクは、為替相場の変動による価格

変動リスク及び取引相手の信用状況の変化により損失が発生する信用リスクであり

ます。

また、デリバティブ取引に関する契約額等は、あくまでもデリバティブ取引にお

ける名目的な契約額または計算上の想定元本であり、当該金額自体がデリバティブ

取引の市場リスクの大きさを示すものではありません。

３．金融商品に係るリスク管理体制 複数の部署と下記の会議体によりリスク管理を行っております。

・投資信託パフォーマンス・レビュー・ミーティング

信託財産のパフォーマンスとそのリスクについて定期的な考査を行い、課題事項

の指摘、改善を求めます。

・投資信託リスク・マネジメント・ミーティング

信託財産の運用リスクを運用部門と独立して把握、管理し、課題事項の指摘、改

善を求めます。

 

　Ⅱ　金融商品の時価等に関する事項

項 目
当特定期間

平成29年 6月20日現在

１．貸借対照表計上額、時価及びそ

の差額

貸借対照表計上額は期末の時価で計上しているため、その差額はありません。

２．時価の算定方法 （１）有価証券

 売買目的有価証券

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）に記載しております。

 （２）デリバティブ取引

 （デリバティブ取引に関する注記）に記載しております。

 （３）上記以外の金融商品

 上記以外の金融商品（コールローン等）は、短期間で決済され、時価は帳簿価額

と近似していることから、当該金融商品の帳簿価額を時価としております。

３．金融商品の時価等に関する事項

についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合

理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提

条件等を採用しているため、異なる前提条件によった場合、当該価額が異なること

もあります。
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（有価証券に関する注記）

売買目的有価証券

種類

当特定期間

平成29年 6月20日現在

当特定期間の損益に含まれた評価差額（円）

親投資信託受益証券 44,167,524

合計 44,167,524

 

（デリバティブ取引に関する注記）

取引の時価等に関する事項

通貨関連

当特定期間（平成29年 6月20日現在）

（単位：円）

区分 種類 契約額等
 

時価 評価損益
うち1年超

市場取引以外の

取引

為替予約取引     

売建 1,334,963,003 － 1,339,402,900 △4,439,897

アメリカドル 1,334,963,003 － 1,339,402,900 △4,439,897

合計 1,334,963,003 － 1,339,402,900 △4,439,897

（注）時価の算定方法

 
１．特定期間末日に対顧客先物相場の仲値が発表されている外貨については、以下のように評価しております。
 
①特定期間末日において為替予約の受渡日（以下「当該日」という。）の対顧客先物相場の仲値が発表されてい

る場合は、当該為替予約は当該対顧客先物相場の仲値により評価しております。
 
②特定期間末日において当該日の対顧客先物相場の仲値が発表されていない場合は、以下の方法によっておりま

す。
 

（ア）特定期間末日に当該日を超える対顧客先物相場が発表されている場合には、発表されている先物相場の

うち当該日に最も近い前後二つの対顧客先物相場の仲値をもとに計算したレートにより評価しておりま

す。
 

（イ）特定期間末日に当該日を超える対顧客先物相場が発表されていない場合には、当該日に最も近い発表さ

れている対顧客先物相場の仲値により評価しております。
 
２．特定期間末日に対顧客先物相場の仲値が発表されていない外貨については、特定期間末日の対顧客電信売買相場

の仲値により評価しております。

 

（関連当事者との取引に関する注記）

該当事項はありません。
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（４）【附属明細表】
 
①　有価証券明細表

（ア）株式

該当事項はありません。

 
（イ）株式以外の有価証券

（単位：円）

種　類 銘　柄 口数 評価額 備考

親投資信託受益証券 マニュライフ・日本企業外債マザーファンド 1,414,249,801 1,398,834,478  

合計 1,414,249,801 1,398,834,478 
 
②　信用取引契約残高明細表

該当事項はありません。

 

③　デリバティブ取引及び為替予約取引の契約額等及び時価の状況表

「注記表（デリバティブ取引に関する注記）」に記載しております。
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（参考）

　当ファンドは「マニュライフ・日本企業外債マザーファンド」受益証券を主要投資対象としており、

貸借対照表の資産の部に計上された「親投資信託受益証券」は、すべて同親投資信託の受益証券です。

　なお、同親投資信託の状況は次の通りです。以下に記載した情報は監査の対象外であります。

 

マニュライフ・日本企業外債マザーファンド

 

（１）貸借対照表

 （単位：円）
 

 (平成29年 6月20日現在)

資産の部  

流動資産  

預金 1,261,307

金銭信託 44,302,641

社債券 1,350,853,807

未収利息 12,388,061

前払費用 145,301

流動資産合計 1,408,951,117

資産合計 1,408,951,117

負債の部  

流動負債  

未払解約金 10,121,470

その他未払費用 2,046

流動負債合計 10,123,516

負債合計 10,123,516

純資産の部  

元本等  

元本 1,414,249,801

剰余金  

剰余金又は欠損金（△） △15,422,200

元本等合計 1,398,827,601

純資産合計 1,398,827,601

負債純資産合計 1,408,951,117
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（２）注記表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１.有価証券の評価基準及び評価方法 社債券

　個別法に基づき、原則として時価で評価しております。

　時価評価にあたっては、金融商品取引業者、銀行等の提示する価額（但し、売

気配相場は使用しない）、又は価格情報会社の提供する価額で評価しておりま

す。

２.デリバティブ等の評価基準及び評価

方法

為替予約取引

　個別法に基づき、原則として本書における開示対象ファンドの特定期間末日に

おけるわが国の対顧客先物相場の仲値で評価しております。

３.その他財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項

外貨建取引等の処理基準

　外貨建取引については、「投資信託財産の計算に関する規則」(平成12年総理

府令第133号)第60条に基づき、取引発生時の外国通貨の額をもって記録する方法

を採用しております。但し、同第61条に基づき、外国通貨の売却時において、当

該外国通貨に加えて、外貨建資産等の外貨基金勘定及び外貨建各損益勘定の前日

の外貨建純資産額に対する当該売却外国通貨の割合相当額を当該外国通貨の売却

時の外国為替相場等で円換算し、前日の外貨基金勘定に対する円換算した外貨基

金勘定の割合相当の邦貨建資産等の外国投資勘定と、円換算した外貨基金勘定を

相殺した差額を為替差損益とする計理処理を採用しております。

 

（貸借対照表に関する注記）

項　目 平成29年 6月20日現在

１. 元本の推移  

 本書における開示対象ファンドの期首における当該親投資信託の元

本額

1,218,136,239円

 同期中における追加設定元本額 254,388,306円

 同期中における解約元本額 58,274,744円

 同特定期間末日における元本の内訳  

 日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり・年４回決算型） 1,414,249,801円

 合計 1,414,249,801円

２. 本書における開示対象ファンドの特定期間末日における当該親投資

信託の受益権の総数

1,414,249,801口

３. 本書における開示対象ファンドの特定期間末日における当該親投資

信託の１口当たり純資産額

0.9891円

 （１万口当たり純資産額） 9,891円

４. 元本の欠損 貸借対照表上の純資産額が元本総額を下回って

おり、その差額は15,422,200円であります。
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（金融商品に関する注記）

　Ⅰ　金融商品の状況に関する事項
１．金融商品に対する取組方針 　当ファンドは、「投資信託及び投資法人に関する法律」第２条第４項に定める

証券投資信託であり、有価証券等の金融商品への投資を信託約款に定める「運用

の基本方針」に基づき行っております。

２．金融商品の内容及び当該金融商品

に係るリスク

　当ファンドが保有する金融商品の種類は、有価証券、デリバティブ取引、金銭

債権及び金銭債務であります。当ファンドが保有する有価証券の詳細は、有価証

券に関する注記に記載しております。

　これらの金融商品に係るリスクは、市場リスク（価格変動、為替変動、金利変

動等）、信用リスク、流動性リスク、劣後債固有のリスク等であります。

　当ファンドは、外貨の決済のために為替予約取引を利用しております。当該デ

リバティブ取引をスポットに限定しているため、価格変動リスクはきわめて小さ

いと認識しております。

　また、デリバティブ取引に関する契約額等は、あくまでもデリバティブ取引に

おける名目的な契約額または計算上の想定元本であり、当該金額自体がデリバ

ティブ取引の市場リスクの大きさを示すものではありません。

３．金融商品に係るリスク管理体制 複数の部署と下記の会議体によりリスク管理を行っております。

・投資信託パフォーマンス・レビュー・ミーティング

信託財産のパフォーマンスとそのリスクについて定期的な考査を行い、課題事

項の指摘、改善を求めます。

・投資信託リスク・マネジメント・ミーティング

信託財産の運用リスクを運用部門と独立して把握、管理し、課題事項の指摘、

改善を求めます。

 

　Ⅱ　金融商品の時価等に関する事項
　　　　　　　　項 目 平成29年 6月20日現在

１．貸借対照表計上額、時価及びその

差額

貸借対照表計上額は期末の時価で計上しているため、その差額はありません。

２．時価の算定方法 （１）有価証券

 売買目的有価証券

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）に記載しております。

 （２）デリバティブ取引

 該当事項はありません。

 （３）上記以外の金融商品

 上記以外の金融商品（コールローン等）は、短期間で決済され、時価は帳簿価

額と近似していることから、当該金融商品の帳簿価額を時価としております。

３．金融商品の時価等に関する事項に

ついての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には

合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の

前提条件等を採用しているため、異なる前提条件によった場合、当該価額が異な

ることもあります。
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（有価証券に関する注記）

売買目的有価証券

種類
平成29年 6月20日現在

当期間の損益に含まれた評価差額（円）

社債券 26,403,002

合計 26,403,002

（注）当期間の損益に含まれた評価差額は、当親投資信託の期首日から本書における開示対象ファンドの特定期間末日ま

での期間に対応する金額であります。

 

（デリバティブ取引に関する注記）

取引の時価等に関する事項
該当事項はありません。

 
 

（関連当事者との取引に関する注記）
該当事項はありません。
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（３）附属明細表
 
①　有価証券明細表

（ア）株式
該当事項はありません。

 
（イ）株式以外の有価証券
 

種　類 通　貨 銘　柄 券面総額 評価額 備考

社債券 アメリカドル DAI-ICHI LIFE INSURANCE 900,000.00 899,730.00  

  FUKOKU MUTUAL LIFE INSUR 800,000.00 900,000.00  

  MEIJI YASUDA LIFE INSURA 1,000,000.00 1,077,500.00  

  MITSUBISHI CORP 800,000.00 825,989.60  

  MITSUBISHI UFJ FIN GRP 1,100,000.00 1,065,699.80  

  MITSUBISHI UFJ LEASE&FIN 900,000.00 890,143.20  

  MIZUHO FINANCIAL GROUP 900,000.00 924,028.20  

  NIPPON LIFE INSURANCE 1,000,000.00 1,069,610.00  

  NTT FINANCE CORP 900,000.00 884,677.50  

  ORIX CORP 900,000.00 900,899.10  

  SOFTBANK GROUP CORP 800,000.00 831,040.00  

  SUMITOMO LIFE INSUR 800,000.00 925,200.00  

  SUMITOMO MITSUI FINL GRP 900,000.00 891,496.80  

 
アメリカドル 小計

11,700,000.00 12,086,014.20 

  (1,350,853,807) 

合計
 1,350,853,807 

 (1,350,853,807) 

 

有価証券明細表注記
１.通貨種類毎の小計欄の( )内は、邦貨換算額であります。

２.合計金額欄の( )内は、外貨建有価証券に係わるもので、内書であります。

３.外貨建有価証券の内訳

通貨 銘柄数
組入債券
時価比率

合計金額に
対する比率

アメリカドル 社債券 13銘柄 100.0% 100.0%

 
②　信用取引契約残高明細表
該当事項はありません。

 
③　デリバティブ取引及び為替予約取引の契約額等及び時価の状況表
該当事項はありません。
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２【ファンドの現況】

以下のファンドの現況は平成29年6月30日現在です。

【純資産額計算書】

Ⅰ　資産総額 2,770,108,354 円

Ⅱ　負債総額 1,360,024,794 円

Ⅲ　純資産総額(Ⅰ－Ⅱ) 1,410,083,560 円

Ⅳ　発行済口数 1,391,193,446 口

Ⅴ　1口当たり純資産額(Ⅲ／Ⅳ) 1.0136 円

（1万口当たり純資産額） （10,136 円）

 

（参考）マニュライフ・日本企業外債マザーファンド

　純資産額計算書

Ⅰ　資産総額 1,415,201,360 円

Ⅱ　負債総額 3,347 円

Ⅲ　純資産総額(Ⅰ－Ⅱ) 1,415,198,013 円

Ⅳ　発行済口数 1,429,152,772 口

Ⅴ　1口当たり純資産額(Ⅲ／Ⅳ) 0.9902 円

（1万口当たり純資産額） （9,902 円）
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第三部【委託会社等の情報】

第１【委託会社等の概況】

１【委託会社等の概況】

＜訂正前＞

（１）資本金の額（平成28年9月末現在）

（略）

 

（２）委託会社の機構

　　① （略）

 

　　② 投資運用の意思決定機構

1．投資信託運用政策会議による運用方針の決定

委託会社の設定する投資信託に関する運用方針は、商品企画部が策定し、投資信託運用政策

会議において決定されます。投資信託運用政策会議は、代表取締役、投資信託運用部長、プ

ロダクト・マネジメント部長、商品企画部長、クライアント・サービス部長、投資信託オペ

レーション部長、投信営業部長、投資信託コンプライアンス部長を基本メンバーとして構成

され、必要に応じて他の役職員および外部の者も参加します。投資信託運用政策会議は、国

内外の経済・市場等投資環境や運用戦略等を議論、分析し、適切な結論を得ることを目的と

します。同時にファンドの運用方針を審議、承認・決定します。

（以下略）

 

＜訂正後＞

（１）資本金の額（平成29年6月末現在）

（略）

 

（２）委託会社の機構

　　① （略）

 

　　② 投資運用の意思決定機構

1．投資信託運用政策会議による運用方針の決定

委託会社の設定する投資信託に関する運用方針は、商品企画部が策定し、投資信託運用政策

会議において決定されます。投資信託運用政策会議は、代表取締役、投資信託運用部長、プ

ロダクト・マネジメント部長、商品企画部長、クライアント・サービス部長、オペレーショ

ン部長、投信営業部長、コンプライアンス部長を基本メンバーとして構成され、必要に応じ

て他の役職員および外部の者も参加します。投資信託運用政策会議は、国内外の経済・市場

等投資環境や運用戦略等を議論、分析し、適切な結論を得ることを目的とします。同時に

ファンドの運用方針を審議、承認・決定します。

（以下略）
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２【事業の内容及び営業の概況】

原届出書「第三部 委託会社等の情報 第１ 委託会社等の概況 ２ 事業の内容及び営業の概況」につき

ましては、以下の記載内容に更新・訂正いたします。

 

＜更新・訂正後＞

「投資信託及び投資法人に関する法律」に定める投資信託委託会社である委託会社は、証券投資信

託の設定を行うとともに「金融商品取引法」に定める金融商品取引業者としてその運用（投資運用

業）を行っております。また「金融商品取引法」に定める第二種金融商品取引業にかかる業務の一

部および投資助言・代理業の一部を行うことができます。

 

平成29年6月30日現在における委託会社の運用する証券投資信託は次のとおりです（ただし、親投

資信託を除きます。）。

種　　類 本数（本） 総資産額の合計額（百万円）

単位型株式投資信託 9 44,740

追加型株式投資信託 43 264,386

株式投資信託　合計 52 309,127

単位型公社債投資信託 - -

追加型公社債投資信託 - -

　　公社債投資信託　合計 0 -

総合計 52 309,127
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３【委託会社等の経理状況】

※原届出書「第三部　委託会社等の情報　第１　委託会社等の概況　３　委託会社等の経理状況」につ

きましては、以下の記載内容に更新・訂正いたします。

 

＜更新・訂正後＞

 

１．当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第

59号）ならびに、同規則第2条の規定に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19

年内閣府令第52号）により作成しております。

 

２．当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、当事業年度（平成28年 4月 1日から平

成29年 3月31日まで）の財務諸表について、新日本有限責任監査法人により監査を受けておりま

す。

 

３．当社は子会社はありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。
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（１）【貸借対照表】

期別  
前事業年度 当事業年度

（平成28年 3月31日現在） （平成29年 3月31日現在）

科目
注記 内訳 金額 構成比 内訳 金額 構成比
番号 （千円） （千円） （％） （千円） （千円） （％）

（資産の部）        
Ⅰ　流動資産        
１．現金・預金   1,696,211   2,390,312  
２．前払費用   11,479   20,490  
３．未収運用受託報酬 ※２  619,899   1,124,025  
４．未収投資助言報酬   27,602   23,504  
５．未収委託者報酬   －   245,719  
６．その他未収収益   2,262   9,602  
７．繰延税金資産   66,069   415,904  

流動資産計   2,423,525 96.3  4,229,559 87.8
        
Ⅱ　固定資産        
１．有形固定資産   33,253   56,466  
(1) 建物 ※１ 14,368   24,926   
(2) 器具備品 ※１ 18,884   31,539   
２．投資その他の資産   58,332   528,658  
(1) 繰延税金資産  210   417,122   
(2) 敷金  58,122   111,536   
固定資産計   91,586 3.6  585,125 12.1

        
資産合計   2,515,111 100.0  4,814,684 100.0

（負債の部）        
Ⅰ　流動負債        
１．預り金   591   41,460  
２．未払金   65,601   186,772  
(1) 未払消費税等  60,456   77,846   
(2) 未払手数料  －   102,926   
(3) その他未払金  5,145   6,000   
３．未払費用 ※２  445,186   1,112,371  
４．未払法人税等   158,643   96,784  
５．役員賞与引当金   7,672   －  
６．賞与引当金   138,438   233,855  

流動負債計   816,133 32.4  1,671,244 34.7

        
負債合計   816,133 32.4  1,671,244 34.7

（純資産の部）        
Ⅰ　株主資本        
１．資本金   140,500 5.5  140,500 2.9
２．資本剰余金   85,500   1,321,229  
(1) 資本準備金  85,500  3.4 85,500  1.7
(2) その他資本剰余金  －  － 1,235,729  25.6
３．利益剰余金   1,472,977   1,681,710  
(1) その他利益剰余金        
(i) 繰越利益剰余金  1,472,977  58.5 1,681,710  34.9

純資産合計   1,698,977 67.5  3,143,440 65.2

負債・純資産合計   2,515,111 100.0  4,814,684 100.0

 

EDINET提出書類

マニュライフ・アセット・マネジメント株式会社(E30703)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

34/52



（２）【損益計算書】

期別  
前事業年度 当事業年度

（自　平成27年 4月 1日 （自　平成28年 4月 1日
至　平成28年 3月31日） 至　平成29年 3月31日）

科目
注記 内訳 金額 百分比 内訳 金額 百分比
番号 （千円） （千円） （％） （千円） （千円） （％）

Ⅰ　営業収益        
１．運用受託報酬 ※１2,284,597   2,856,683   
２．投資助言報酬  255,863   288,805   
３．委託者報酬  －   1,141,793   
４．その他営業収益  9,381   38,565   
営業収益計   2,549,843 100.0  4,325,847 100.0

Ⅱ　営業費用        
１．広告宣伝費  6,237   49,202   
２．調査費  175,393   215,054   
３．委託費  580,052   1,327,734   
４．支払手数料  －   450,973   
５．営業雑経費  6,805   15,610   
営業費用計   768,488 30.1  2,058,576 47.5

Ⅲ　一般管理費        
１．給料 ※１ 866,360   1,349,814   
(1) 役員報酬  87,165   45,811   
(2) 給料・手当  432,515   771,101   
(3) 賞与  159,714   251,065   
(4) 賞与引当金繰入額  107,153   169,077   
(5) 役員賞与引当金繰入額  7,672   －   
(6) その他報酬給料  15,861   16,654   
(7) 福利厚生費  56,278   96,103   
２．交際費  2,214   5,252   
３．旅費交通費  17,337   28,731   
４．租税公課  10,332   45,164   
５．不動産賃借料  57,172   99,836   
６．退職給付費用  23,002   42,191   
７．固定資産減価償却費  3,436   6,999   
８．業務委託費  17,007   41,164   
９．諸経費  56,732   85,417   
一般管理費計   1,053,597 41.3  1,704,572 39.4
営業利益   727,757 28.5  562,697 13.0

Ⅳ　営業外収益        
１．受取利息及び配当金  453   181   
２．雑収入  28   38   
３．為替差益  2,599   －   
営業外収益計   3,081 0.1  219 0.0

Ⅴ　営業外費用        
１．雑損失  －   1,338   
２．為替差損  －   2,342   
営業外費用計   － －  3,681 0.0
経常利益   730,838 28.6  559,236 12.9

Ⅵ　特別損失        
１．固定資産除却損  2,499   －   
２．固定資産売却損  －   1,126   
３．特別退職金  －   7,083   
特別損失計   2,499 0.0  8,209 0.1
税引前当期純利益   728,338 28.5  551,026 12.7

法人税、住民税及び
事業税

  257,619 10.1  187,395 4.3

法人税等調整額   △16,587 △0.6  △766,747 △17.7

当期純利益   487,306 19.1  1,130,377 26.1

 

EDINET提出書類

マニュライフ・アセット・マネジメント株式会社(E30703)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

35/52



（３）【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　平成27年 4月 1日　　至　平成28年 3月31日）

（単位：千円）

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 140,500 85,500 － 85,500 985,670 985,670 1,211,670 1,211,670

当期変動額         

 当期純利益     487,306 487,306 487,306 487,306

当期変動額合計 － － － － 487,306 487,306 487,306 487,306

当期末残高 140,500 85,500 － 85,500 1,472,977 1,472,977 1,698,977 1,698,977

 

当事業年度（自　平成28年 4月 1日　　至　平成29年 3月31日）

（単位：千円）

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金
その他資本

剰余金

資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 140,500 85,500 － 85,500 1,472,977 1,472,977 1,698,977 1,698,977

当期変動額         

 
合併による

増加
  1,235,729 1,235,729 △921,645 △921,645 314,084 314,084

 当期純利益     1,130,377 1,130,377 1,130,377 1,130,377

当期変動額合計 － － 1,235,729 1,235,729 208,732 208,732 1,444,462 1,444,462

当期末残高 140,500 85,500 1,235,729 1,321,229 1,681,710 1,681,710 3,143,440 3,143,440
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重要な会計方針

１．固定資産の減価償却の方法

（1）有形固定資産

　　定率法によっております。ただし、建物については、定額法を採用しております。

　　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

　　　建物　　　3～50年

　　　器具備品　5～15年

　　また、取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、法人税法の規定に基づき、３年間で均

等償却を行っております。

 

２．引当金の計上基準

（1）賞与引当金

　　従業員の賞与の支払に備えて、賞与支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上しておりま

す。

（2）役員賞与引当金

　　役員賞与の支払に備えて、賞与支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上しております。

 

３．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

　　外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し

ております。

 

４．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

（1）消費税等の会計処理

　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

 

追加情報

　　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28

日）を当事業年度から適用しております。
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注記事項

（貸借対照表関係）

前事業年度 当事業年度

（平成28年 3月31日） （平成29年 3月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額　

16,687千円

 

※２　関係会社に対する資産及び負債は次の

とおりであります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額　

38,249千円

 

※２　関係会社に対する資産及び負債は次の

とおりであります。

 （千円）   （千円）  

未収運用受託報酬 117,133  未収運用受託報酬 144,581  

未払費用 73,273  未払費用 145,020  

 

（損益計算書関係）

前事業年度 当事業年度

（自　平成27年 4月 1日 （自　平成28年 4月 1日

至　平成28年 3月31日） 至　平成29年 3月31日）

※１　関係会社との取引に係るものが次のと

おり含まれております。　　（千円）

※１　関係会社との取引に係るものが次のと

おり含まれております。　　（千円）

運用受託報酬 1,170,159 運用受託報酬 1,490,524

給料 765,722 給料 1,280,222

 

（株主資本等変動計算書関係）

　前事業年度（自　平成27年 4月 1日　　至　平成28年 3月31日）

　発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類 当事業年度

期首株式数

当事業年度

増加株式数

当事業年度

減少株式数

当事業年度末

株式数

普通株式 3,810株 － － 3,810株

 

　当事業年度（自　平成28年 4月 1日　　至　平成29年 3月31日）

　発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類 当事業年度

期首株式数

当事業年度

増加株式数

当事業年度

減少株式数

当事業年度末

株式数

普通株式 3,810株 － － 3,810株
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（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

　(1) 金融商品に対する取組方針

　　　当社は第二種金融商品取引業及び投資運用業、投資助言業並びに投資運用と投資助言のための媒

介・代理業を行なっております。これらの業務を行なうために資本金及び営業収益は現金及び預金

として運用しております。なお、現金及び預金の残高は潤沢にあるため、外部からの資金調達は株

式の発行、借入ともに予定しておりません。またデリバティブ取引も行なっておりません。

 

　(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

　　　金融商品の主たる残高は現金及び預金です。当社は株式その他のリスク資産を保有せず、他の項

目は未収及び未払の残高です。営業債権である未収運用受託報酬は、顧客先別に信用リスクを勘案

しており、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

　　　また、営業債権である未収委託者報酬の基礎となる投資信託財産は、信託法により信託銀行の固

有資産と分別管理されており、当該報酬は、計理上毎日の未払費用として投資信託財産の負債項目

に計上されております。このため、信用リスクはありません。

 

２．金融商品の時価等に関する事項

　　貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握

することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません。

 

　前事業年度（平成28年 3月31日）

  （単位：千円）

 貸借対照表

計上額

時価 差額

(1) 現金・預金 1,696,211 1,696,211 －

(2) 未収運用受託報酬 619,899 619,899 －

(3) 未払法人税等 158,643 158,643 －

 

　当事業年度（平成29年 3月31日）

  （単位：千円）

 貸借対照表

計上額

時価 差額

(1) 現金・預金 2,390,312 2,390,312 －

(2) 未収運用受託報酬 1,124,025 1,124,025 －

(3) 未払法人税等 96,784 96,784 －

(4) 未収委託者報酬 245,719 245,719 －

 

（注１）金融商品の時価の算定方法に関する事項

　　(1) 現金・預金、(2) 未収運用受託報酬、(3) 未払法人税等及び(4) 未収委託者報酬

　　　　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

よっております。
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（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の貸借対照表計上額

 

（単位：千円）

 平成28年3月31日 平成29年3月31日

敷金 58,122 111,536

 

　　　　上記については、市場価値がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積ることなどができず、

時価を把握することが極めて困難と認められることから、時価開示の対象とはしておりません。

 

（注３）金銭債権の決算日後の償還予定額

 

　前事業年度（平成28年 3月31日）

  （単位：千円）

 １年以内 １年超

(1) 現金・預金 1,696,211 －

(2) 未収運用受託報酬 619,899 －

合計 2,316,110 －

 

　当事業年度（平成29年 3月31日）

  （単位：千円）

 １年以内 １年超

(1) 現金・預金 2,390,312 －

(2) 未収運用受託報酬 1,124,025 －

(4) 未収委託者報酬 245,719 －

合計 3,760,056 －
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（税効果会計関係）

前事業年度 当事業年度

（平成28年 3月31日） （平成29年 3月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の

主な原因別の内訳

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の

主な原因別の内訳

    

繰延税金資産 （千円） 繰延税金資産 （千円）

賞与引当金 42,722 税務上の繰越欠損金 488,815

未払事業税 10,967 未払費用 261,550

その他 12,589 賞与引当金 72,167

繰延税金資産小計 66,279 未払事業税 9,148

評価性引当額 － その他 1,346

繰延税金資産合計 66,279 繰延税金資産小計 833,026

  評価性引当額 －

  繰延税金資産合計 833,026

    

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人

税等の負担率との間に重要な差異があると

きの、当該差異の原因となった主要な項目

別の内訳

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人

税等の負担率との間に重要な差異があると

きの、当該差異の原因となった主要な項目

別の内訳

法定実効税率 33.06% 法定実効税率 30.86%

(調整)  (調整)  

交際費等永久に損金に算入され

ない項目
2.08%

交際費等永久に損金に算入され

ない項目
3.99%

所得拡大促進税制による税額控

除額
△2.59% 合併による繰越欠損金の引継等 △140.31%

その他 0.54% その他 0.32%

    

税効果会計適用後の法人税等の負

担率
33.09%

税効果会計適用後の法人税等の負

担率
△105.14%

    

３．法人税等の税率の変更による繰延税金資

産及び繰延税金負債の金額の修正

 

  

「所得税法等の一部を改正する法律」（平

成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部

を改正する等の法律」（平成28年法律第13

号）が平成28年3月29日に国会で成立し、平成

28年4月1日以後に開始する事業年度から法人

税率等の引下げ等が行われることとなりまし

た。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金

負債の計算に使用する法定実効税率は平成28

年4月1日に開始する事業年度に解消が見込ま

れる一時差異については従来の32.30%から

30.86%に、平成30年4月1日に開始する事業年

度以降に解消が見込まれる一時差異について

は従来の32.30%から30.62%となります。

 

なお、当該変更に伴う繰延税金資産等に与

える重要な影響はありません。
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（企業結合等関係）

　共通支配下の取引等

　(1) 取引の概要

　　 ① 結合当事企業の名称およびその事業の内容

　　　　結合当事企業の名称：マニュライフ・インベストメンツ・ジャパン株式会社

　　　　事業の内容：第二種金融商品取引業、投資運用業、投資助言・代理業

　　 ② 企業結合日

　　　　平成28年7月1日

　　 ③ 企業結合の法的形式

　　　　マニュライフ・アセット・マネジメント株式会社（当社）を存続会社、マニュライフ・インベ

ストメンツ・ジャパン株式会社を消滅会社とする吸収合併

　　 ④ 結合後企業の名称

　　　　マニュライフ・アセット・マネジメント株式会社

　　 ⑤ その他取引の概要に関する事項

　　　　投資顧問分野、投資信託分野で両運用会社がそれぞれ蓄積してきたノウハウを融合させ、より

良質で付加価値の高い資産運用サービスを提供できる体制を構築することを目的として合併いた

しました。

　　(2) 実施した会計処理の概要

　　　　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日公表分）および「企

業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平

成25年９月13日公表分）に基づき、共通支配下の取引として、適正な帳簿価額で処理しておりま

す。

 

（資産除去債務関係）

　前事業年度（自　平成27年 4月 1日　　至　平成28年 3月31日）

　　資産除去債務の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

　当事業年度（自　平成28年 4月 1日　　至　平成29年 3月31日）

　　資産除去債務の総額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（セグメント情報等）

　前事業年度（自　平成27年 4月 1日　　至　平成28年 3月31日）

　１．セグメント情報

　　　当社は資産運用業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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　２．関連情報

　　(1) 商品及びサービスごとの情報

　　　　単一の商品・サービスの区分の外部顧客からの営業収益が損益計算書の営業収益の90％を超え

るため、記載を省略しております。

 

　　(2) 地域ごとの情報

　　①　営業収益

 

  （単位：千円）

香港 日本 合計

265,244 2,284,597 2,549,843

 

（注）営業収益は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。

 

　　②　有形固定資産

　　　　本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

 

　　(3) 主要な顧客ごとの情報

  （単位：千円）

顧客の名称 営業収益 関連するセグメント

マニュライフ生命保険
株式会社

1,170,159 資産運用業

マニュライフ・インベストメ
ンツ・ジャパン株式会社

301,976 資産運用業

マニュライフ・アセット・マ
ネジメント（HK）リミテッド

265,245 資産運用業

適格機関投資家Ａ 411,057 資産運用業

適格機関投資家Ｂ 323,138 資産運用業

 

（注）運用受託報酬については、損益計算書の営業収益の10%以上を占める投資一任報酬があり

ますが、守秘義務によりその顧客の名称に代えて種類と顧客を区別するための記号を記載

しております。

 

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

　　　該当事項はありません。
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　４．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

　　　該当事項はありません。

 

　５．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

　　　該当事項はありません。

 

　当事業年度（自　平成28年 4月 1日　　至　平成29年 3月31日）

　１．セグメント情報

　　　当社は資産運用業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

　２．関連情報

　　(1) 商品及びサービスごとの情報

　　　　単一の商品・サービスの区分の外部顧客からの営業収益が損益計算書の営業収益の90％を超え

るため、記載を省略しております。

 

　　(2) 地域ごとの情報

　　①　営業収益

  （単位：千円）

香港 日本 合計

327,370 2,856,683 3,184,053

 

（注）営業収益は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。

なお、委託者報酬1,141,793千円については、制度上、顧客情報を知りえないため、含まれ

ておりません。

 

　　②　有形固定資産

　　　　本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。
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　　(3) 主要な顧客ごとの情報

  （単位：千円）

顧客の名称 営業収益 関連するセグメント

マニュライフ生命保険
株式会社

1,490,524 資産運用業

マニュライフ・アセット・マ
ネジメント（HK）リミテッド

327,370 資産運用業

適格機関投資家Ａ 963,877 資産運用業

適格機関投資家Ｂ 195,287 資産運用業

 

（注）運用受託報酬については、損益計算書の営業収益の10%以上を占める投資一任報酬があり

ますが、守秘義務によりその顧客の名称に代えて種類と顧客を区別するための記号を記載

しております。

なお、委託者報酬については、制度上、顧客情報を知りえないため、記載を省略しており

ます。

 

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

　　　該当事項はありません。

 

　４．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

　　　該当事項はありません。

 

　５．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

　　　該当事項はありません。
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（関連当事者情報）

　１．関連当事者との取引

 　(ア) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主等

　　　　前事業年度（自　平成27年 4月 1日　　至　平成28年 3月31日）

種類 会社等の

名称又は

氏名

所在地資本金又は

出資金

（百万円）

事業の内容

又は職業

議決権等の

所有

（被所有）

割合（％）

関連当事者

との関係

取引

の内容

取引金額

（千円）

科目 期末残高

（千円）

親会社 マニュライフ

生命保険

株式会社

東京都

新宿区

56,400 生命保険業 （被所有）

直接 100.0

投資一任

契約

事務委託

運用受託

報酬の

受取

1,170,159未収運用

受託報酬

117,133

出向者

負担金等

805,567未払費用 73,273

 

　　　　当事業年度（自　平成28年 4月 1日　　至　平成29年 3月31日）

種類 会社等の

名称又は

氏名

所在地資本金又は

出資金

（百万円）

事業の内容

又は職業

議決権等の

所有

（被所有）

割合（％）

 

関連当事者

との関係

取引

の内容

取引金額

（千円）

科目 期末残高

（千円）

親会社 マニュライフ

生命保険

株式会社

東京都

新宿区

56,400 生命保険業 （被所有）

直接 100.0

投資一任

契約

事務委託

役員の兼務

運用受託

報酬の

受取

1,490,524 未収運用

受託報酬

144,581

出向者

負担金等

1,374,412 未払費用 145,020

 

　 (イ) 財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子

会社等

　　　　前事業年度（自　平成27年 4月 1日　　至　平成28年 3月31日）

種類 会社等の

名称又は

氏名

所在地 資本金又は

出資金

事業の内容

又は職業

議決権等の

所有

（被所有）

割合（％）

関連当事者

との関係

取引の内容 取引金額

（千円）

科目 期末残高

（千円）

同一の

親会社

を持つ

会社

マニュライフ・

インベストメン

ツ・ジャパン

株式会社

東京都

千代田区

（百万円）

495.0

投資運用業 なし 投資一任

契約

役員の

兼任

運用受託報

酬の受取

301,976 未収

運用

受託

報酬

158,176

Manulife

Asset

Management

（Hong Kong）

Limited

Hong

Kong,

China

（百万

香港

ドル）

1,475.2

有価証券等

に係る投資

顧問業務

なし 投資助言契

約

投資助言報

酬の受取

255,863 未収

投資

助言

報酬

27,602

事務代行 リエゾン

報酬

9,381 その

他未

収収

益

1,937

再委任

契約

再委託費

の支払

105,029 未払

費用

29,758

Manulife

Asset

Management

U.S.

LLC

Boston,

U.S.A

（千米ド

ル）

1.0

有価証券等

に係る投資

顧問業務

なし 再委任

契約

再委託費

の支払

348,896 未払

費用

286,351

 

EDINET提出書類

マニュライフ・アセット・マネジメント株式会社(E30703)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

46/52



　　　　当事業年度（自　平成28年 4月 1日　　至　平成29年 3月31日）

種類 会社等の

名称又は

氏名

所在地 資本金又は

出資金

事業の内容

又は職業

議決権等の

所有

（被所有）

割合（％）

関連当事者

との関係

取引の内容 取引金額

（千円）

科目 期末残高

（千円）

同一の

親会社

を持つ

会社

Manulife

Asset

Management

（Hong Kong）

Limited

Hong

Kong,

China

（百万

香港

ドル）

1,568.4

有価証券等

に係る投資

顧問業務

なし 投資助言

契約

投資助言報

酬の受取

288,805 未収

投資

助言

報酬

23,504

事務代行 リエゾン

報酬

38,565 その

他未

収収

益

3,943

再委任

契約

再委託費

の支払

243,983 未払

費用

43,935

Manulife

Asset

Management

U.S.

LLC

Boston,

U.S.A

（千米ド

ル）

1.0

有価証券等

に係る投資

顧問業務

なし 再委任

契約

再委託費

の支払

725,440 未払

費用

703,228

 

　　(注)　１．上記（ア）～（イ）の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高

には消費税等が含まれております。

　 　　　 ２．取引条件及び取引条件の決定方針等

　　　　　　(1) 出向者負担金については、親会社の給料基準に基づいて金額を決定しております。

　　　　　　(2) 運用受託報酬の受取、投資助言報酬の受取、リエゾン報酬の受取、再委託費の支払等

については、一般の取引条件と同様に決定しております。

 

　２．親会社又は重要な関連会社に関する注記

　　(1) 親会社情報

　　　　マニュライフ生命保険株式会社　（非上場）

 

（１株当たり情報）

前事業年度 当事業年度

（自　平成27年 4月 1日 （自　平成28年 4月 1日

至　平成28年 3月31日） 至　平成29年 3月31日）

１株当たり純資産額 445,925.87円 １株当たり純資産額 825,049.88円

１株当たり当期純利益金額 127,902.01円 １株当たり当期純利益金額 296,687.08円

      

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金

額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金

額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。
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（注）１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。

 

前事業年度 当事業年度

（自　平成27年 4月 1日 （自　平成28年 4月 1日

至　平成28年 3月31日） 至　平成29年 3月31日）

当期純利益金額（千円） 487,306 1,130,377

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（千円） 487,306 1,130,377

普通株式の期中平均株式数（株） 3,810 3,810

 

（重要な後発事象）

　　該当事項なし
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５【その他】

＜訂正前＞

①　定款の変更

平成28年5月25日

目的について、第二種金融商品取引業及び投資信託委託業を追加しました。

平成28年7月1日

公告をする方法について、官報から電子公告へ変更しました。

 

② 訴訟事件その他重要事項

委託会社は平成28年7月1日にマニュライフ・インベストメンツ・ジャパン株式会社と合併しまし

た。

上記以外、該当事項はありません。

 

＜訂正後＞

① 定款の変更

委託会社の定款の変更に関しては、株主総会の決議が必要です。

 

② 訴訟事件その他重要事項

委託会社およびファンドに重要な影響を与えた事実、または与えると予想される事実はありませ

ん。
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第２【その他の関係法人の概況】

１【名称、資本金の額及び事業の内容】

原届出書「第三部 委託会社等の情報　第２ その他の関係法人の概況　１ 名称、資本金の額及び事業

の内容」につきましては、以下の記載内容に更新・訂正いたします。

 

＜更新・訂正後＞

（１）受託会社

名　　称 資本金の額 事業の内容

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 324,279百万円

(平成29年3月末現在)

銀行法に基づき銀行業を営む

とともに、金融機関の信託業

務の兼業等に関する法律に基

づき信託業務を営んでいま

す。

（再信託受託会社）

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社

10,000百万円

(平成29年3月末現在)

 

（２）販売会社

名　　称 資本金の額 事業の内容

信金中央金庫
※ 690,998百万円

（平成29年3月末現在）

信用金庫法に基づき、信用金庫

連合会の事業を営んでいます。

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 324,279百万円

（平成29年3月末現在）

銀行法に基づき銀行業を営むと

ともに、金融機関の信託業務の

兼業等に関する法律に基づき信

託業務を営んでいます。

髙木証券株式会社 11,069百万円

（平成29年3月末現在）

金融商品取引法に定める第一種

金融商品取引業を営んでいま

す。

※信金中央金庫の資本金の額は、出資の総額を記載しております。
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独　立　監　査　人　の　監　査　報　告　書

 

平成29年８月９日

 

マニュライフ・アセット・マネジメント株式会社

取　締　役　会　御　中

ＰｗＣあらた有限責任監査法人

 指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士　奈　良　昌　彦

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状況」に掲

げられている日本企業外債ファンド（為替ヘッジあり・年４回決算型）の平成28年12月28日から平成29年６月20日までの

特定期間の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益及び剰余金計算書、注記表並びに附属明細表について監査を行った。

財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することに

ある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、

当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに

基づき監査を実施することを求めている。

　監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査

法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務

諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に

際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。

また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体と

しての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、日本企業

外債ファンド（為替ヘッジあり・年４回決算型）の平成29年６月20日現在の信託財産の状態及び同日をもって終了する特

定期間の損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係

マニュライフ・アセット・マネジメント株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士

法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　 上

 

(注 1) 上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しておりま

す。

(注 2) XBRLデータは監査の対象には含まれていません。

 

次へ
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独立監査人の監査報告書

平成29年5月25日

 

マニュライフ・アセット・マネジメント株式会社

取　締　役　会　　　御　中

 

新日本有限責任監査法人

 

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士　　　鴨下　裕嗣　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会

社等の経理状況」に掲げられているマニュライフ・アセット・マネジメント株式会社の平成２８年４月

１日から平成２９年３月３１日までの第１３期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算

書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記について監査を行った。

 

財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合

理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監

査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に

基づいて選択及び適用される。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するための

ものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案する

ために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用

した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸

表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠して、マニュライフ・アセット・マネジメント株式会社の平成２９年３月３１日現在の財政状態及び

同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点において適正に表示しているものと認め

る。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以上

 

(注)上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。
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